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大
町
桂
月 

そ
の
人
間
像 

廣
澤

ひ
ろ
さ
わ 

將ま
さ

城き

（
高
校
九
期
） 

 

桂
月
と
出
雲 

漱
石
に
は
、
「
第
一
流
の
批
評
家
」
（
『
わ
が
輩
は

猫
で
あ
る
』
の
苦く

沙
弥

し

ゃ

み

先
生
）
と
言
わ
せ
、
龍
之
介

に
よ
れ
ば
、
桂
月
の
文
章
は
「
一
人
前
の
士
人

し

じ

ん

」
で

な
い
と
理
解
で
き
な
い
と
ま
で
評
さ
せ
た
大
町

お
お
ま
ち

桂け
い

月げ
つ

。 

大
町
芳よ

し

衛え

（
雅
号
＝

桂
か
つ
ら

浜は
ま

月
下
漁
郎

げ

っ

か
ぎ

ょ
ろ

う<

縮
め
て
「
桂

月
」>

は
、
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
一
月
、
高
知

市
に
生
ま
れ
た
。
東
京
帝
国
大
学
在
学
中
か
ら
「
帝

国
文
学
」
の
編
集
に
あ
た
り
、
頭
角
を
表
わ
し
た
。 

そ
の
桂
月
は
、
明
治
三
十
二
（
一
八
九
九
）
年
春

か
ら
翌
年
夏
ま
で
、
今
市
町
に
あ
っ
た
郡
立
簸
川
中

学
校
（
大
社
高
等
学
校
の
前
身
）
に
、（
月
俸
七
十
五

円
＝
年
額
九
百
円
。
当
時
の
横
沢
文
也

よ

こ

ざ
わ

ぶ
ん

や

校
長
の
年
俸

は
八
百
円
）
国
語
教
師
と
し
て
奉
職
し
た
。
妻
・
長

ち
ょ
う

の
兄
で
詩
人
・
国
文
学
者
の
塩
井

し

お

い

正
男

ま

さ

お
（
号
は
雨う

江こ
う

。

一
八
六
九
〜
一
九
一
三
）
が
、
教
頭
だ
っ
た
と
い
う

縁
も
あ
る
。 

し
か
し
、
若
く
し
て
既
に
文
名
高
か
っ
た
桂
月
が

出
雲
の
地
に
留
ま
る
は
ず
は
な
く
、
明
治
三
十
三
（
一

九
○
○
）
年
秋
、
上
京
し
て
博
文
館
に
入
社
、
以
後

六
年
間
に
わ
た
っ
て
在
職
し
、
「
太
陽
」
「
文
芸

倶
楽
部

く

ら

ぶ

」
な
ど
と
い
っ
た
雑
誌
に
、
評
論
・
韻
文
・

随
筆
・
紀
行
文
・
史
伝
・
人
生
訓
な
ど
を
発
表
。
こ

と
に
美
文
の
紀
行
文
は
広
く
読
ま
れ
た
。 

博
文
館
は
、
東
京
に
あ
っ
た
当
時
の
日
本
最
大
の

出
版
社
で
、
明
治
二
十
八
（
一
八
九
五
）
年
に
総
合

雑
誌
「
太
陽
」
を
発
刊
し
て
全
盛
期
を
迎
え
た
。 

周
囲
に
内
緒
で
秘
密
裡
に
上
京
し
た
桂
月
で
あ
っ

た
が
、
博
文
館
は
彼
に
三
顧
の
礼
を
尽
く
し
て
迎
え

入
れ
た
と
い
う
。
当
時
の
編
集
主
幹
、
高
山
樗

た
か
や
ま
ち
ょ

牛
ぎ
ゅ
う

が

外
遊
す
る
こ
と
に
な
り
、
後
を
継
ぐ
形
で
博
文
館
に

深
く
関
わ
っ
た
。
だ
が
、
酒
が
過
ぎ
て
退
い
た
。 

と
こ
ろ
で
明
治
三
十
四
（
一
九
○
一
）
年
刊
の
『
一い

っ

蓑
一

さ
い
い
ち

笠
り
ゅ
う

』
所
収
の
「
出
雲
雑
感
」
で
、
桂
月
は
、
鋭

い
出
雲
人
批
判
を
展
開
し
た
。
曰い

わ

く
「

柔

弱

に
ゅ
う
じ
ゃ
く

に
し

て
陰
険
な
り
と
の
一
語
は
、
今
の
出
雲
人
の

免
ま
ぬ
か

る
ゝ

る

る

能あ
た

は
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
」
「
人
情
は
軽
佻

け
い
ち
ょ
う

な
り
」

「
義
に
勇
む

俠
き
ょ
う

骨こ
つ

な
し
」
「
小
利
口
な
れ
ど
誠
意
と

人
情
な
し
」
。
こ
の
よ
う
な
文
か
ら
、
「
桂
月
は
出
雲

及
び
出
雲
人
を
け
な
し
て
い
て
け
し
か
ら
ん
」
と
い

う
桂
月
観
が
出
雲
地
方
で
は
根
強
い
。 

し
か
し
、
や
が
て
桂
月
の
出
雲
観
を
一
変
さ
せ
る

出
来
事
が
起
こ
る
。
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
、
桂

月
は
三
十
八
年
ぶ
り
に
郷
里
高
知
へ
帰
省
す
る
。
こ

の
時
「
願が

ん

開
び
ら
き

舟ぶ
ね

」
を
巡
る
話
を
初
め
て
知
る
。
す
な

わ
ち
、
江
戸
時
代
の
天
明
年
間
に
土
佐
に
住
ん
で
い

た
男
が
、
出
雲
大
社
に
お
願
い
し
て
病
気
に
苦
し
む

村
人
を
助
け
よ
う
と
思
い
、
小
さ
な
木
彫
り
の
船
に

賽
銭
を
入
れ
て
村
を
流
れ
る
吉
野
川
に
流
し
た
。
こ

の
船
が
不
思
議
な
こ
と
に
一
年
半
後
に
稲
佐
浜
に
流

れ
着
い
て
、
村
民
の
幸
せ
を
願
う
祈
り
が
出
雲
に
通

じ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
桂
月
は
驚
愕
す
る
。
大
正

九
（
一
九
二
○
）
年
一
月
、
出
雲
を
訪
れ
た
際
に
は
、

出
雲
大
社
に
直
行
し
て
参
拝
し
、
こ
の
船
に
対
面
し

て
大
感
激
し
、
思
い
を
七
言
絶
句
の
漢
詩
に
し
て
残

し
た
。 

そ
し
て
、
こ
の
再
訪
を
含
め
、
次
に
列
挙
す
る
よ

う
な
旧
知
の
多
く
の
人
た
ち
に
実
に
温
か
く
迎
え
ら

れ
、
交
友
・
交
遊
の
輪
が
広
が
っ
た
。 

井
原
録
之

助
（
雲
涯
。
同
僚
中
、
一
番
の
理
解
者
。
歯
科
医
・

井
原
協
一
の
父
）
、
森
山
文
吉
（
其き

蜩
ち
ょ
う

。
松
江
中
学

や
母
校
の
教
諭
。
旧
出
雲
市
長
・
森
山
繁
樹
の
父
）
、 

三
原
氷
志
郎
、
安
田
恭
平
、
錦
織
雄
太
郎
（
絅
堂

け
い
ど
う

。

桂
月
は
招
か
れ
て
雨
江
と
共
に
長
男
同
行
で
多
伎
町

小
田
温
泉
に
遊
ぶ
。
一
説
で
は
、
桂
月
が
彼
の
恩
人

が
残
し
た
借
金
の
返
済
に
苦
し
む
こ
と
に
な
っ
た
時



に
助
け
て
も
ら
っ
た
人
物
）
、
千
家
尊た

か

統む
ね

宮
司
、
千
家

尊た
か

有も
ち

管
長
、
小
野
尊
正
宮
司
（
日
御
碕
神
社
）
、
大
村

貞
蔵
。
な
か
ん
ず
く
、
稲
田
三
郎
の
厚
情
に
桂
月
は

心
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
。
稲
田
は
将
来
を
嘱
望
さ
れ
て
上

京
し
て
医
学
部
で
勉
学
す
る
が
、
そ
の
最
中
に
失
明
、

帰
郷
し
て
指
圧
師
を
生
業
に
し
て
い
た
が
、
毎
晩
、

桂
月
の
宿
泊
先
を
訪
れ
て
指
圧
を
し
て
疲
れ
を
取
っ

て
く
れ
た
。
そ
の
姿
に
桂
月
は
「
真
人

し
ん
に
ん

（
真
理
を
悟

っ
た
人
、
阿
羅
漢
、
仏
を
い
う
）
」
を
見
た
思
い
が
す

る
と
述
べ
て
い
る
。 

こ
う
し
た
厚
情
に
ふ
れ
て
、
桂
月
の
出
雲
人
を
見

る
目
が
変
わ
り
、
出
雲
は
「
第
三
の
故
郷
」
だ
と
位

置
づ
け
る
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
。
三
瓶
山
や
大
山
を

熱
愛
し
、
鬼
の
舌
震
、
立
久
恵
峡
、
加
賀

か

か

の
潜
戸

く

け

ど

を

広
く
世
に
紹
介
し
て
い
る
。 

 

「
人
の
運
」 

こ
こ
で
桂
月
の
人
間
像
を
見
る
上
で
、
彼
が
記
し

た
も
の
を
見
て
み
よ
う
。 

大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
、
至
誠
堂
発
行
の
書
籍

で
、
桂
月
は
、
人
の
運
に
は
大
別
す
れ
ば
「
①
初
運 

②
中
運 

③
晩
運
」
が
あ
る
と
し
た
上
で
「
運
は
運

な
り 

運
転
す
る
な
り
（
運
は
決
ま
っ
た
も
の
で
は

な
く
て
、
努
力
に
よ
っ
て
転
ず
る
も
の
だ
）
と
し
て

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
少
し
紹
介
し
よ
う
。 

「
独
断
の
人
を
去
っ
て
果
断
の
人
に
来き

た

る
」 

（
独
り
よ
が
り
の
人
で
な
く
、
思
い
切
っ
た
こ
と 

を
す
る
人
に
運
が
開
け
る
。
） 

「
躁そ

う

急
き
ゅ
う

の
人
を
去
っ
て
勇
往

ゆ
う
お
う

の
人
に
来き

た

る
」 

（
せ
っ
か
ち
な
人
で
は
な
く
、
く
じ
け
ず
に
目
的

に
向
か
っ
て
邁
進
す
る
人
に
運
は
開
け
る
。
） 

「
過
去
を
思
ふ
人
を
去
っ
て
現
在
を
思
ふ
人
に
来

る
」 

「
現
在
を
思
ふ
人
を
去
っ
て
未
来
を
思
ふ
人
に
来

る
」 ま

た
、
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
に
記
し
た
「
作

文
十
則
」
に
は
彼
の
人
間
像
を
み
ご
と
に
表
す
次
の

よ
う
な
文
章
が
あ
る
。
抄
出
し
て
み
よ
う
。 

「
実
用
文
と
美
文
と
の
区
別 

美
文
は
、
お
も
に
感
情
に
訴
ふ
る
文
章
也
。
実
用

文
は
実
に
人
の
理
性
に
訴
ふ
る
文
章
也
。
美
文
を
譬

ふ
れ
ば
、
草
木
の
花
の
如
し
。
人
の
目
を
喜
ば
し
む

る
に
足
れ
ど
、
実
用
に
役
立
た
ず
。
実
用
文
は
材
木

の
如
し
。
人
の
目
を
喜
ば
し
む
る
も
の
な
け
れ
ど
、

家
屋
器
具
な
ど
至
る
処
、
実
用
に
役
立
つ
。
」 

「
文
章
と
思
想
と
の
関
係 

 

文
章
の
外
形
は
詞し

藻そ
う

（
言
葉
の
綾
）
也
。
内
容
は

思
想
（
考
え
）
也
。
思
想
内
に
あ
り
て
、
詞
藻
外
に

発
す
。
こ
れ

即
す
な
わ

ち
文
章
也
。
根
の
な
き
花
木
は

忽
た
ち
ま

ち

枯
れ
る
。
思
想
の
根
な
く
て
は
、
文
章
の
花
豈あ

に
長

く
栄
え
む
や
。
詞
藻
は
末
也
。
万
古
不
朽
の
思
想
あ

り
て
、
文
章
初
め
て
万
古
不
朽
也
。
」 

「
文
章
と
人
格 

 

詞
藻
と
思
想
あ
り
て
文
章
成
る
。
さ
れ
ど
、
詞
藻

と
思
想
の
奥
に
、
作
者
の
人
格
あ
る
こ
と
を
忘
る
べ

か
ら
ず
。 

人
格
高
く
且
つ
大
に
し
て
、
識
見
あ
り
、
思
想
あ

り
、
信
念
あ
り
、
気
力
あ
り
、
経
験
あ
り
、
金
銭
に

役
せ
ら
れ
ず
、
物
質
に
累
せ
ら
れ
ず
、
私
欲
の
奴
隷

と
な
ら
ず
、
名
利
に
拘
束
せ
ら
れ
ず
、
腹
に
人
道
あ

り
、
国
家
あ
り
、
公
益
あ
り
、
眼

ま
な
こ

、
古
今
東
西
を
空

し
う
し
て
、
而
し
て
文
才
あ
り
て
、
初
め
て
真
の
大

文
豪
也
。
」 

 

金
と
酒 

長
男
の
芳
文
が
「
父
と
酒
と
は
、
決
し
て
切
り
離

し
て
は
思
い
出
せ
な
い
」
と
い
み
じ
く
も
語
っ
た
よ

う
に
、
桂
月
は
終
生
、
酒
と
旅
を
愛
し
た
。 

大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
七
月
八
日
の
日
記
に
は

「
原
稿
料
一
万
円 

貧
乏
文
士
桂
月

俄
に
わ
か

大
尽

だ
い
じ
ん

と
な

る
」
、
十
日
の
日
記
に
は
「
初
め
て
人
間
並
み
」
と
記

し
た
新
聞
の
切
り
抜
き
が
あ
る
。
そ
の
概
要
は
、
岩

崎
財
閥
か
ら
創
設
者
岩
崎
弥
太
郎
の
伝
記
執
筆
の
依

頼
が
あ
っ
た
が
、
四
ヶ
年
間
も
執
筆
し
な
か
っ
た
め

契
約
解
雇
が
通
告
さ
れ
、
桂
月
は
あ
わ
て
て
伊
豆
大

島
で
脱
稿
し
、
一
万
円
を
入
手
し
た
。
原
稿
料
を
家

族
の
た
め
に
使
え
ば
家
庭
円
満
、
家
運
長
久
疑
い
な

き
も
の
を
、
桂
月
は
、
友
人
知
人
五
十
余
名
を
呼
び



出
し
、
高
級
料
亭
で
盛
宴
を
張
り
、
牛
飲
馬
食
し
た
。 

 
終
焉
の
地 

桂
月
は
青
森
県
の
十
和
田
湖
と
奥
入
瀬

お

い

ら

せ

を
こ
と
に

愛
し
、
晩
年
は
同
地
の
蔦つ

た

温
泉
（
現
・
青
森
県
十
和

田
市
）
に
居
住
し
、
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
三

月
に
は
本
籍
も
蔦
温
泉
に
移
し
た
が
、
六
月
、
死
去
。

享
年
五
十
六
歳
。
彼
は
全
国
の
名
山
を
踏
破
し
て
お

り
、
五
月
に
も
登
山
を
楽
し
ん
だ
ほ
ど
だ
っ
た
が
、

病
没
し
た
。
最
期
に
は
「

蝮
ま
む
し

焼
酎
」
で
失
っ
た
意
識

を
取
り
戻
し
遺
言
し
た
と
い
う
。 

遺
族
は
、
妻
・
長
と
の
間
に
四
男
二
女
。
最
期
の

場
面
は
義
姉
・
塩
井
ふ
く
が
著
し
た
「
臨
終
の
桂
月
」

に
詳
し
い
。
辞
世
の
一
首
は 

「
極
楽
へ
越
ゆ
る
峠
の
一
休
み 

蔦
の
出
湯
に
身

を
ば
清
め
て
」
で
あ
っ
た
。 

 

（
文
責
・
引
野
律
子<

高
校
二
十
期>

） 
       

                              


